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議
会
で
ド
ロ
ー
ン
飛
行
場
所
に

関
す
る
提
案
を
し
ま
し
た
。
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
が
国
内
外
で
急
速

に
広
が
っ
て
お
り
、
都
心
近
郊
で

の
飛
行
場
所
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
板
橋
区

に
技
術
者
、
操
縦
者
、
開
発
者
、

政
府
関
係
者
の
ア
ク
セ
ス
し
や
す

い
拠
点
が
で
き
れ
ば
、
関
連
企
業

の
誘
致
や
区
内
中
小
企
業
と
の
技

術
連
携
も
期
待
で
き
る
と
い
う
訳

で
す
。

　

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
は
初

の
ド
ロ
ー
ン
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、

入
賞
２
名
が
小
学
５
年
生
で
し

た
。
未
来
の
ド
ロ
ー
ン
レ
ー
サ
ー

が
板
橋
か
ら
生
ま
れ
た
ら
夢
が
あ

り
ま
す
。

　

板
橋
区
内
で
行
わ
れ
た
ド
ロ
ー

ン
講
座
で
は
、
参
加
者
が
熱
心
に

飛
行
技
術
を
取
得
し
ま
し
た
が
、

屋
外
飛
行
場

所
の
常
設
を

求
め
る
意
見

を
頂
き
ま
し

た
。
引
き
続

き
課
題
を
洗

い
出
し
、
進

め
て
参
り
ま

す
。

はじめに
1976年７月生まれ、中台在住
1983年	 サンシティ聖母幼稚園卒園
1989年	 板橋区立緑小学校卒業
1992年	 	板橋区立志村第四中学校卒業
1995年	 	都立小石川高等学校卒業（047F）
2000年	 日本大学芸術学部卒業
2002年	 ワシントン州立大学	留学
2003年	 	日本大学大学院芸術学研究科卒業
	 美術館学芸員（５年）
	 	営業職（３年）
2011年４月	板橋区議会議員	初当選
2015年４月	板橋区議会議員	２期目当選
2019年４月	板橋区議会議員	３期目当選

現在
●		板橋区議会議員３期９年	
（任期 2023年４月末まで）
●	議会運営委員会委員（自民党副幹事長）
●	区民環境委員会
●		子ども家庭支援調査特別委員会
●	元企画総務委員長
●	板橋区バトントワリング協会会長
●	日本部活指導研究協会外部相談役
●		障害者の表現活動相談ライツ学芸員アド
バイザー

家族：妻と長男（９歳）と長女（６歳）
趣味：テニス、サッカー

山田 貴之（やまだたかゆき）

プロフィール

　いつも応援を頂きましてありがとうござい

ます。おかげ様で新元号のはじまりと同じくし

て任期をスタートさせることが叶いました。新

しい令和の時代においても初心を忘れずに、

地域の皆さまや57万区民のため、働いて参

ります。�

　著書「学校の『当たり前』をやめた。」の工

藤勇一校長先生のお話を伺いました。千代

田区の公立中学校長としてのご活躍が大変

に評価されている方です。学校は子供たちが

「よりよく生きていけるようにする」ためにある

との言葉とともに、「目的と手段を取り違えな

い」という改革の信念に共感いたしました。�

　私も目的や目標をしっかり見定めて、職責

を果たして参りたいと思います。皆さまの益々

のご多幸を祈念し、引き続きふるさと板橋の

伸長発展のために働くことをお約束し、ご挨

拶に代えさせていただきます。�

このレポートは皆さまの投票によって
選ばれた私の活動を知っていただくた
めのものです。ぜひご覧下さい。
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Facebook Twitter

ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
せ
る

荒
川
河
川
敷
へ

Facebook、
Twitter 
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▼
風
水
害
対
策
と
防
災
に
つ
い
て

　
　

水
害
対
策
の
ソ
フ
ト
面
で
は
、

①
避
難
所
運
営
に
伴
う
職
員
配
置

や
地
域
と
の
協
力
体
制
の
構
築
、

②
的
確
な
防
災
情
報
の
発
信
と
情

報
統
制
の
実
施
、
③
避
難
行
動
要

支
援
者
へ
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　

現
行
の
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ

水
害
対
策
と
し
て
強

化
す
る
べ
き
防
災
対

策
は
何
か
。

速
や
か
な
初
動
対
応

か
ら
復
旧
・
復
興
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
、風
水

害
対
応
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
を
。

▼
教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

　
　

特
定
の
時
期
に
、
い
わ
ゆ
る

過
労
死
ラ
イ
ン
と
さ
れ
る
週
あ
た

り
在
校
時
間
が
60
時
間
を
超
え
る

教
職
員
が
３
割
を
超
え
る
な
ど
、

厳
し
い
現
状
を
確
認
。

　
　

校
長
か
ら
弁
護
士
へ
の
直
接

相
談
な
ど
、
具
体
的
な
相
談
体
制

に
つ
い
て
、
現
在
、
板
橋
法
曹
会

と
検
討
し
て
い
る
。

▼
長
期
欠
席
お
よ
び
不
登
校
児
童

生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
　

加
配
と
と
も
に
小
中
一
貫
教

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る

在
校
時
間
管
理
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
た
。
教
員

の
在
校
時
間
の
客
観
的
な

把
握
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
上
の

平
均
の
在
校
時
間
を
問
う
。

全
国
教
育
委
員
会
の

76
％
が
教
育
委
員
会

や
学
校
に
弁
護
士
な
ど
法

的
な
専
門
知
識
を
有
す
る

者
が
必
要
と
回
答
。ス
ク
ー

ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
導
入
を
！

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
Ｓ
Ｃ
）の
加
配

と
学
区
の
Ｓ
Ｃ
と
し
て
、小

中
９
年
間
を
念
頭
に
配
置

体
制
を
検
討
を
！

育
を
進
め
る
に
当
た
り
ま
し
て
、

学
び
の
エ
リ
ア
で
の
同
一
の
Ｓ
Ｃ

が
配
置
で
き
る
よ
う
、
東
京
都
に

強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　

増
員
と
と
も
に
今
後
は
、
統

括
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
導
入
に
向
け
て
、
積

極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

不
登
校
児
童
・
生
徒
に
対
し

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
利
用
し
た
補
習
は

有
効
。
先
進
的
な
取
組
み
を
調
査

し
、本
区
の
実
態
に
即
し
た
動
画

の
作
成
や
そ
の
視
聴
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
く
。

▼
そ
の
他
の
区
政
課
題
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）

の
加
配
と
チ
ー
ム
を
ま
と

め
ら
れ
る
統
括
Ｓ
Ｓ
Ｗ
を

設
置
す
べ
き
。

自
習
を
支
援
す
る
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
築
く

た
め
、希
望
す
れ
ば
何
度
で

も
単
元
ご
と
の
授
業
や
分

か
ら
な
い
箇
所
の
勉
強
を

動
画
視
聴
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
。

令
和
２
年
度
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
見
込
み

影
響
額
と
、今
後
の
方
針
に

つ
い
て
区
の
考
え
を
問
う
。

　
　

影
響
額
は
、当
初
予
算
フ
レ
ー

ム
時
点
に
お
い
て
、
約
15
億
９
，

０
０
０
万
円
と
見
込
ん
で
お
り
、

不
断
の
行
政
改
革
と
新
た
な
収
入

確
保
及
び
収
入
率
向
上
の
取
組
み

を
強
化
し
た
い
。

　
　

登
り
棒
は
年
度
内
の
改
修
に

向
け
て
工
事
を
発
注
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
ブ
ラ
ン
コ
は
学
校
と
調

整
中
で
あ
る
。

　
　

北
野
小
以
外
で
は
20
基
が
使

用
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。
20
基
の

う
ち
７
基
は
今
後
行
う
長
寿
命
化

や
校
庭
改
修
工
事
中
で
改
修
し
、

６
基
は
対
応
済
み
。
残
り
７
基
は

学
校
と
調
整
中
。
速
や
か
に
対
応

し
て
い
く
。

―
他
に
も
板
橋
の
未
来
戦
略
、

新
公
会
計
制
度
、
地
域
要
望
に
つ

い
て
約
60
分
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

学
校
の
遊
具
が
使
用

禁
止
に
な
っ
て
い
る

状
況
は
、子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
で
き
る
だ
け
早
く
是

正
を
す
る
べ
き
。北
野
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
要
望
に

す
み
や
か
に
対
応
を
！

そ
の
他
に
校
庭
に
改

善
さ
れ
る
べ
き
遊
具

が
あ
れ
ば
、早
期
改
善
を

求
め
る
。

板
橋
区
議
会
第
４
回
定
例
会

一
般
質
問
内
容（
一
部
）

Ｃ
Ｐ
）
は
、
震
災
を
基
本
と
し
て

い
る
。
荒
川
氾
濫
を
想
定
し
た
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
も
活
動
可

能
と
な
る
よ
う
、
改
定
を
行
う
。

　
　

今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
、
回

線
数
の
増
加
を
検
討
す
る
と
共
に

そ
の
他
の
情
報
手
段
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
周
知
し
て
い
く
。

　
　

台
風
19
号
に
お
け
る
避
難
所

運
営
で
は
、
開
放
す
る
部
屋
の
順

序
が
十
分
に
周
知
さ
れ
て
お
ら

ず
、
多
少
の
混
乱
が
あ
っ
た
。
各

部
屋
の
開
放
順
序
の
周
知
を
図

り
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

防
災
無
線
か
ら
の
情

報
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
、
区
民
を
非
常

に
不
安
な
気
持
ち
に
さ
せ

る
。
聞
き
直
し
サ
ー
ビ
ス

の
回
線
数
を
増
や
す
な
ど
、

発
信
力
の
強
化
を
。

風
水
害
の
際
に
は
避

難
所
と
し
て
、
教
室

や
廊
下
の
開
放
を
行
い
、

受
け
入
れ
を
行
う
べ
き
。

動画リンク

委員会では、区民に身近なあれこれを審議しています。地域振興や地域センター及び集会所、
路上喫煙防止対策や公衆喫煙所、スポーツ振興や区内運動施設、産業振興に関することを扱っ
てきました。区民の声や想いを引き続き訴えて参ります。
＊その他、議会運営委員会、子ども家庭支援特別調査委員会に所属しています。

〈所属委員会〉

区民環境
委員会

児童相談所と一時保護所を備える、（仮称）子ども家庭総合
支援センターが令和４年４月に板橋区に設置される予定です。
現在の進捗状況をご報告します。
▪東京都との調整状況
協議の場として２つの会議体を軸に、入所施設、里親、一時
保護所の利用、虐待防止対策や連携強化、子どもと家庭を
支援する方策について、実務者レベルの調整が進んでいます。
▪先行３区の整備状況
荒川区、江戸川区、世田谷区の設置先行３区は、令和２年
度の開設に向け準備を進めています。東京都の児童相談所
からの引継ぎはおおむね６カ月程度。区職員が児童相談所に
赴き、引き継ぐケースごとに同行するなど、きめ細やかに進め
られています。今後も３区の動向を注視し、情報収集をしてい
きます。
▪人材確保の見通し
子ども家庭総合支援センター長は、児童相談所長としての資
格と経験がある人材を確保するため、任期付き採用を検討。
今年度の派遣研修は、児童福祉司８名、児童心理司３名、
一時保護所４名、事務１名が現場に派遣され、人材育成を
確実に進めていきます。
▪全件共有に関する課題
板橋区も警察との虐待情報の共有のあり方を検討しなければ

なりません。相談機能を相談者との信頼関係に基づいて果た
す家庭支援と、虐待を抑止するために権力を行使する児童相
談所の役割は相反します。支援者が通報者となる可能性があ
れば、相談業務において大切な信頼関係が築けないことが懸
念されます。非常に大切な課題であると認識していますので、
今後も慎重な議論を有識者を交えて進めていくことを注視して
いきます。
▪施設整備
場所は板橋区本町 23 －１（旧板橋第３小学校跡地の一部）
鉄筋コンクリート造　地上３階建（床面積 3475㎡）

賛成の討論を自民党副幹事長として行いました。討論要旨に
なります。
◦収支均衡型の予算編成を評価し、区財政の健全化の維持

を求める。
◦Ｂ用地（板橋駅前用地）の活用はハイライフプラザと施設

機能が重複するという意見に留意し、インターフォーラム構
想の早急な計画の具体化を。

◦区設掲示板を風雨から守るために改修し、この度の台風で
もその効果を発揮できたことを評価する。

◦包括的連携協定を健康長寿医療センターと締結したことを
評価し、認知症施策への展開に期待する。

◦小中学校の不登校児童・生徒が増えており、支援が喫緊
の課題である。スクールソーシャルワーカーを増員するなど、
覚悟をもった具体的な対策を。

◦大山駅周辺、板橋駅西口、上板橋駅周辺、高島平のま
ちづくりは、その手続きに様々な意見が寄せられている。再
開発計画の確かな進捗管理を。

◦３特別会計は、収入率の改善に向け一層の努力を。

児童相談所の設置準備が進みます

30年度決算に賛成討論
「SDGsの先進としてさらなる取り組みに期待して」

一般会計：歳入2157億7200万円／歳出2111億6500万円

特集

2

特集
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子供食堂＆フードドライブ

区立施設のリニューアル 美術館学芸員の経験を活かし、無駄のない、未来を見据えた
社会教育施設としてのあるべき姿を提案して参りました。

大規模改修完了 NEW OPEN
「スイミー」で知られる作家レオ・
レオーニの作品 67 点の寄贈を受
けパワーアップ。「誰も知らないレ
オーニ展」（2020 年５月 23 日－
６月 28 日）で展示される予定。
ぜひ！

水戸岡鋭治さんデザインのご
当地ナンバープレートが区役
所ギャラリーモールにお披露目
されました。実物を見た印象は、
とてもキュートで人気が出そうで
す。従来通りの無地のものも
ご用意ありますのでご心配なく！2020 年５月から交付され始
めますので、まもなく街で目にする機会も増えていきます。

事務局＆スタッフとして運営に関わってお
ります。多くの方にご協力を頂きました。
この場をお借りして感謝申し上げます。
◦サンシティ祭フードドライブ
　49キロの食料品が集まりました。
◦ことぶき子ども食堂＠フェリチータ
　これまでに44回実施しました。

ご当地ナンバープレートは
いかが？

鼓笛隊の指揮をやらせていた
だいた娘。演奏中に４回指揮
棒を空中に投げるのですが、
しっかりキャッチ。運動会もサ
ンシティ祭も一度も失敗なし。
（驚）たくさん褒められて、
はにかみ笑顔に。お友達と
の最高の思い出になったよう
です。

あとがき

板橋区でAIが働くって聞いたよ、ホント？
本当です！ 例年、保育所選考業務は、職員 13 名体制で 12 日間、延べ
1900 時間をかけて選考作業をしていましたが、AI 選考ツールを導入したこ
とによって、約 1400 時間を削減できました。一次選考の結果の内定発
表を従来よりも一週間はやめることができたり、さらに入所不承諾となった
方への入園相談業務を充実したり、サービス向上につながりました。今後
も職員を定型作業から付加価値が高い仕事へシフトさせるような、自治体で
の AI 導入がどんどん進みそうです！

http://yamadatakayuki.net/
ブログ、ツイッター、フェイス
ブックはホームページからアク
セスできます。

皆さまのご意見・ご要望を是非お寄せください。
〒174-0064　東京都板橋区中台 3-27-サンシティH棟 -1608号室

TEL&FAX：03-6755-5404　
E-mail：desk.yamada@gaea.ocn.ne.jp

Q
A

新築（工事中） OPEN2021年春
館内にボローニャ絵本館とギャラ
リーとカフェを併設。公園との一
体的な整備で居心地のよいスポッ
トになります。向かいにある教育
科学館との連携事業で子供たち
の学びも楽しくサポート。

区立美術館 赤塚５‒34‒27

改修 OPEN予定 2021年度
複合施設としてリニューアル。植
村直己氏の偉業とともにチャレン
ジスピリットをアスリートやスポーツ
を愛する人々に発信する提案が
採用されました。 ボルダリング
ウォール導入＋ ICT 活用で、体
験できる文化施設に。

植村直己冒険館＋東板橋体育館（名称未定）

新中央図書館 常盤台４－３ 平和公園内

新築 OPEN予定 2022 年４月
児童相談所機能を有し、子育て
相談から虐待防止まで広く担う施
設。新設準備に際し、担当課が
設けられ、開設に向けた準備をし
ています。

子ども家庭総合支援センター（仮称） 板橋区本町23 －１

山田貴之事務所 日々の活動はブロ
グでも報告してい
ますので是非ご覧
ください！

おしえて！ たかゆき君 板橋区でAI導入？

�みんなとてもカッコよかったネ！

改修・人工芝生化
OPEN 予定 2020 年４月
人工芝生化を訴えて実現となりま
した。平日日中はグラウンドゴルフ
や近隣の保育園及び幼稚園、土
日は少年サッカー団体というように
多世代が有効活用できることを重
ねて板橋区に訴えてきました。

高島平多目的運動場 （旧高島平少年サッカー場）


